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巻 頭 言

この報告集は,2007年 10月 17日（水）から 10.月 19日（金）にかけて,
京都大学数理解析研究所において開催された研究集会「解析的整数論とそ

の周辺（Ａｎａｌｙｔｌｃ Ｎｕｍｂｅｒ Ｔｈｅｏｒｙ ａｎｄ Ｒｅｌａｔｅｄ Ａｒｅａｓ）」の講演記録です

この研究集会ては,解析的整数論に関係する分野を中心とする国内外
の研究者の方々にご参加を賜り,3日間て 21の講演をもつことかできま
した 研究代表者として至らぬ点も多々あったことと存しますが,皆様
のご協力により,例年通りこの研究集会を無事に終えることかてきまし
た こ講債くださった方々,集会にご参加くださった皆様,京都大学数
理解析研究所のスタッフの方々をはしめ,研究集会の開催等にご協力く
ださった皆様に,心より感謝を申し上げます 誠にありがとうございま

した とりわけ,本橋洋一先生（日本大学理工学部）,松本耕二先生（名古
屋大学多元数理科学研究科）,秋山茂樹先生（新潟大学理学部）,村山幸子
様（京都大学数理解析研究所共同利用掛）のお力添えに,厚く御礼を申し
上げたいと存します

研究集会の研究代表者としての最後の仕事は,この報告集の編集作業
てしたか,出版かこのように大変遅れることとなりましたことにつきま

して,ご執筆くたさいました方々並ひに関係者の皆様に深くお詫ひ申し
上げます

2009年 9月

川田浩一（岩手大学教育学部）

Ｔｈｉｓ ｉｓ ｔｈｅ ａｃｃｏｕｎｔ ｏｆ ｔｈｅ ｍｅｅｔｉｎｇ“Ａｎａｌｙｔｉｃ Ｎｕｍｂｅｒ Ｔｈｅｏｒｙ ａｎｄ Ｒｅ－
ｌａｔｅｄ Ａｒｅａｓ”ｈｅｌｄ ａｔ Ｒｅｓｅａｒｃｈ ｌｎｓｔｉｔｕｔｅ ｆｏｒ Ｍａｔｈｅｍａｔｉｃａｌ Ｓｃｉｅｎｃｅｓ ｄｕｒｍｇ
17－ 19 Ｏｃｔｏｂｅｒ, 2007

1 ｅｘｐｒｅｓｓ ｍｙ ｄｅｅｐｅｓｔ ｇｒａｔｉｔｕｄｅ ｔｏ ａｌｌ ｔｈｅ ｓｐｅａｋｅｒｓ, ｐａｒｔｉｃｉｐａｎｔｓ, ａｎｄ
ｔｈｅ ｐｅｏｐｌｅ ｗｈｏ ｃｏｕｌｄ ｋｉｎｄｌｙ ｃｏｎｔｒｉｂｕｔｅｄ ｔｏ ｔｈｅ ｍｅｅｔｍｇ Ｅｓｐｅｃｉａｌｌｙ 1 ａｍ
ｇｒａｔｅｆｕ 1 ｔｏ Ｐｒｏｆｅｓｓｏｒｓ Ｙｏｉｃｈｉ Ｍｏｔｏｈａｓｈｉ （Ｎｉｈｏｎ Ｕｎｉｖ ）, ＫｏｈＪｉ Ｍａｔｓｕｍｏｔｏ
（Ｎａｇｏｙａ Ｕｍｖ ） ａｎｄ Ｓｈｉｇｅｋｉ Ａｋｉｙａｍａ （Ｎｎｇａｔａ Ｕｎｉｖ ） ｆｏｒ ｔｈｅｉｒ ｓｕｐｐｏｒｔ

Ｉ ａｐｏｌｏｇｉｓｅ ｆｏｒ ｅｍｂａｒｒａｓｓｉｎｇ ｄｅｌａｙ ｏｆ ｐｕｂｈｃａｔｉｏｎ ｏｆ ｔｈｉｓ ｒｅｐｏｒｔ, ａｎｄ
ａｐｐｒｅｃｌａｔｅ ｙｏｕｒ ｐａｔｌｅｎｃｅ

Ｓｅｐｔｅｍｂｅｒ, 2009
Ｋｏｉｃｈｉ Ｋａｗａｄａ

（Ｆａｃｕｌｔｙ ｏｆ Ｅｄｕｃａｔｉｏｎ, ｌｗａｔｅ Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ）



解析的整数論とその周辺

Ａｎａｌｙｔｉｃ Ｎｕｍｂｅｒ Ｔｈｅｏｒｙ ａｎｄ Ｒｅｌａｔｅｄ Ａｒｅａｓ

京都大学数理解析研究所の共同研究事業の一つとして、下記のように研究集
会を催しますのて、ご案内申し上げます。なお,この集会は,科学研究費補助金
基盤研究Ｂ（松本耕二氏）なとから一部助成を受けております。

研究代表者 川田浩一（岩手大学教育学部）

記

日時 2007年 10月 17日（水）945～10月 19日（金）1650
場所 京都大学数理解析研究所 4階 420号室（京都市左京区北白川追分町）

プログラム

10月 17日（水曜日）

945～950序

9 50一一 10 50

11 ＯＯ一一 12 ＯＯ

ＡｒｔＵｒａｓ Ｄｕｂｉｃｋａｓ （Ｖｉｌｎｉｕｓ Ｕｍｖｅｒｓｉｔｙ）
Ｏｎ ｔｈｅ ｐｏｗｅｒｓ ｏｆ ａ ｎｕｍｂｅｒ ｍｏｄｕｌｏ 1

ＡｎｄｒｚｅＪ Ｓｃｈｉｎｚｅｌ （Ｐｏｈｓｈ Ａｃａｄｅｍｙ ｏｆ Ｓｃｉｅｎｃｅｓ）
Ｏｎ ｔｈｅ ｒｅｄｕｃｅｄ ｌｅｎｇｔｈ ｏｆ ａ ｐｏｌｙｎｏｍｉａｌ ｗｉｔｈ ｃｏｍｐｌｅｘ
ｏｒ ｒｅａｌ ｃｏｅＭｃｉｅｎｔｓ

14 ＯＯ・一一 14 30

14 40－Ｎ－ 15 10

15 20ｔ－ 15 50

知念宏司（近畿大学理工学部）
Ｄｉｓｔｒｉｂｕｔｉｏｎ ｏｆ ｔｈｅ ｚｅｒｏｓ ｏｆ ｃｅｒｔａｉｎ ｓｅｌｆ－ｒｅｃｉｐｒｏｃａｌ
ｐｏｌｙｎｏｍｉａｌｓ

神谷諭一（明冶学院大学非常勤）
ティリクレ級数に付随する関数のスペクトル集合について

石川秀明（八戸工業高等専門学校）
Ｔｈｅ ｇｒｏｗｔｈ ｏｆ ｖａｒｉｏｕｓ ｚｅｔａ ｆｕｎｃｔｉｏｎｓ ａｎｄ Ｔａｙｌｏｒ
ｃｏｅＭｃｌｅｎｔｓ

16 10ｔ－ 16 40

16 50ｔ一・17 20

佐々木義卓（名古屋大学大学院多元数理科学研究科）
深さ 3の多重ゼータ関数の負の整数点ての特殊値について

川島学（名古屋大学大学院多元数理科学研究科）
多重セータ値の 2種類の母関数



10月 18日（木曜日）

9 30ｔ一一 10 30

10 50一一 12 ＯＯ

ＫｅｉＪｏ Ｖａａｎａｎｅｎ （Ｕｍｖｅｒｓｉｔｙ ｏｆ Ｏｕｌｕ）
Ｏｎ ａｒｉｔｈｍｅｔｉｃ ｐｒｏｐｅｒｔｉｅｓ ｏｆ ｑ－ｓｅｒｉｅｓ

本橋洋一（日本大学理工学部）
（1） Ｔｈｅ Ｒｉｅｍａｎｎ ｚｅｔａ－ｆｕｎｃｔｉｏｎ ａｎｄ Ｈｅｃｋｅ ｃｏｎｇｒｕｅｎｃｅ
ｓｕｂｇｒｏｕｐｓ
（2） Ｔｈｒｅｅ ｐｒｏｂｌｅｍｓ ｏｆ Ａｔｌｅ Ｓｅｌｂｅｒｇ （1917－ 2007）

14 ＯＯ・一一 14 30

14 40ｔ一一 15 10

15 20一一 15 50

16 10－Ｎ－ 16 40

16 50・一一 17 20

小松尚夫（弘前大学理工学部）
Ｄｉｏｐｈａｎｔｉｎｅ ａｐｐｒｏｘｉｍａｔｉｏｎｓ ｗｉｔｈ ｌｅａｐｉｎｇ ｃｏｎｖｅｒｇｅｎｔｓ

桂田昌紀（慶磨大学経済学部）
非正則Ｅｌｓｅｎｓｔｅｌｎ級数の漸近展開への微分作用と
その応用

野田工（日本大学工学部）
Ｅｌｓｅｎｓｔｅｌｎ級数の：Ｌａｐｌａｃｅ。Ｍｅｌｌｍ変換

中村隆（名古屋大学大学院多元数理科学研究科）
Ｔｈｅ Ｊ ｏｉｎｔ ｕｎｉｖｅｒｓａｌｉｔｙ ａｎｄ ｔｈｅ ｇｅｎｅｒａｌｉｚｅｄ ｓｅｌｆ－ｓｉｍｉｌａｒｉｔｙ
ｆｏｒ Ｄｉｒｉｃｈｌｅｔ Ｌ－ｆｕｎｃｔｉｏｎｓ

鈴木正俊（立教大学理学部）
楕円曲線のハノセ・ウェイユＬ一函数に関連するセータ積分
について

10.月 19日（金曜日）

910～1010 小森靖（名古屋大学大学院多元数理科学研究科）,
松本耕二（名古屋大学大学院多元数理科学研究科）,
津：村博文（首都大学東京理工学研究科）
ルート系の多重ヘルヌーイ多項式と多重Ｌ関数について

10 20ｔＮ－ 11 20 Ｃａｒｓｔｅｎ Ｅｌｓｎｅｒ （Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔａｔ Ｈａｎｎｏｖｅｒ）,
下村俊（慶雁大学理工学部）,
塩川唖聾（慶庵大学理工学部）
フィホナノチゼータ関数の値について

1130～1200 町出智也（北海道大学大学院理学研究科）
楕円テテキント和とある無限級数の変換公式



14 ＯＯｔ一一 14 40

14 50”Ｎ－ 15 20

15 40ｔＮｖ 16 10

16 20－ｖ 16 50

平田典子（日本大学理工学部）
解の少ない単数方程式について

藤森雅巳（神奈川工科大学基礎 教養ｉ教育セノター）
数体上の代数群に由来する或る種の線型不等式系について

秋山茂樹（新潟大学理学部）
鉦理回転のコート化 再帰再生構二造

川田浩一（岩手大学教育学部）
素数の 3乗の和て表せない自鉄数の密度について



Analytic Number Theory and Re1ated Areas

Date 17–19 October, 2007
Place Research Institute for Mathematical Sciences (RIMS), Kyoto Umv ,

Kyoto, JAPAN
Organizer KoichiKawada(IwateUniv)

Program

17 October (Wednesday)

9.45-9.50 Openmg

9 50-10 50 ArtUras Dubickas (Vilnius University)
On the powers of a number modulo 1

11 OO-12 OO Andrzej Schinzel (Pohsh Academy of Sciences)
On the reduced length of a polynomial with complex or
real coeMcients

14 OO-14 30

14 40–15 10

15 20-15 50

KoJi Chinen (Kmki Umversity)
Distribution of the zeros of certain selfreciprocal
polynomials

YUichi Kamiya (MeiJigakuin University)
Spectral sets of certain functions associated with
Dirichlet series

Hideaki Ishikawa (Hachinohe National College of Technology)
The growth of various zeta functions and Taylor coeflicients

16 10-16 40

16 50–17 20

Yoshitaka Sasaki (Nagoya University)
Multiple zeta values of depth 3 at non-positive integers

Gaku Kawashima (Nagoya University)
Two kinds of generating functions of multiple zeta values



18 October (Thursday)

9 30-10 30 Keijo Vaananen (University of Oulu)
On arithmetic properties of q-series

10.50-12 OO Yoichi Motohashi (Nihon Umversity)
(1) The Riemann zeta-function and Hecke congruence
subgroups
(2) Three problems of Atle Selberg (1917–2007)

14.0O-14:3O

14 40-15·10

15:2O-15.5O

16·1O–16:40

16.50–17 20

Takao Komatsu (Hirosaki University)
Diophantine approximations with leaping convergents

Masanori Katsurada (Keio University)
Differential actions on the asymptotic expansions of
non-holomorphic Eisenstein series and apphcations

Takumi Noda (Nihon Umversity)
Laplace-Mel!in transform of the non-holomorphic
Eisenstem series.

Takashi Nakamura (Nagoya University)
The Joint universality and the generalized selfsimilarity
for Dmchlet L-functions

Masatoshi Suzuki (Rikkyo University)
On zeta integrals related to Hasse-Weil L-functions of
elhptic curves



19 October (Friday)

9 10-10 10 Yasushi Komori (Nagoya Umversity),
KohJi Matsumoto (Nagoya Umversity),
Hirofumi Tsumura (Tokyo Metropohtan University)
On multip!e Bernoulli polynomials and multiple
L-functions of root systems

10 20-11 20 Carsten Elsner (Universitat Hannover),
Shun Shimomura (Keio Umversity),
Ietaka Shiokawa (Keio University)
On Fibonacci zeta values.

11’30-12 OO Tomoya Machide (Hokkaido University)
Elliptic Dedekind-Rademacher Sums and T)ransformation
Formulae of Certain Infinite Series.

14 OO-14 40

14 50-15 20

15 40–16 10

16 20-16 50

Noriko Hirata-Kohno (Nihon University)
Unit equations having a few solutions

Masami Fujimori (Kanagawa Institute of Technology)
On some systems of hnear inequalities derived from
algebraic groups over number fields

Shigeki Akiyama (Niigata University)
Coding of irrational rotation recursively renewable
structure

Koichi Kawada (Iwate University)
On the density of natural numbers not represented by
sums of cubes of primes
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Ａｎａｌｙｔｉｃ Ｎｕｍｂｅｒ Ｔｈｅｏｒｙ ａｎｄ Ｒｅｌａｔｅｄ Ａｒｅａｓ
ＲＩＭＳ研究集会報告集
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研究代表者 川田 浩一（Ｋｏｌｃｈｌ Ｋａｗａｄａ）
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慶磨大・経済（Ｋｅｌｏ Ｕ） 桂田 昌紀（Ｍａｓａｎｏｒｌ Ｋａｔｓｕｒａｄａ）
日大・工（Ｎｌｈｏｎ Ｕ） 野田 工（Ｔａｋｕｍｌ Ｎｏｄａ）

1 2 Ｌａｐｌａｃｅ－Ｍｅｌｌｍ ｔｒａｎｓｆｏｒｍ ｏｆ ｔｈｅ ｎｏｎ－ｈｏｌｏｍｏｒｐｈｉｃ Ｅｉｓｅｎｓｔｅｍ ｓｅｎｅｓ 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 94
日大・工（Ｎｌｈｏｎ Ｕ） 野田 工（Ｔａｋｕｍｌ Ｎｏｄａ）



1 3 Ｔｈｅ Ｊｏｉｎｔ ｕｎｉｖｅｒｓａｌｉｔｙ ａｎｄ ｔｈｅ ｇｅｎｅｒａｌｉｚｅｄ ｓｅｌｆ－ｓｉｍｉｌａｒｉｔｙ ｆｏｒ Ｄｍｃｈｌｅｔ Ｌ－ｆｕｎｃｔｉｏｎｓ ・一一 100
名大・多元数理科学（Ｎａｇｏｙａ Ｕ） 中村 隆（Ｔａｋａｓｈｌ Ｎａｋａｍｕｒａ）

1 4 Ｏｎ ｚｅｔａ ｍｔｅｇｒａｌｓ ｒｅｌａｔｅｄ ｔｏ Ｈａｓｓｅ－Ｗｅｉｌ Ｌ－ｆｕｎｃｔｉｏｎｓ ｏｆ ｅｌｌｉｐｔｉｃ ｃｕｒｖｅｓ 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 105
立教大・理（Ｒｌｋｋｙｏ Ｕ） 鈴木 正俊（Ｍａｓａｔｏｓｈｌ Ｓｕｚｕｋ 1）

1 5 Ｏｎ ｍｕｌｔｉｐｌｅ Ｂｅｒｎｏｕｌｌｉ ｐｏｌｙｎｏｍｉａｌｓ ａｎｄ ｍｕｌｔｉｐｌｅ Ｌ－ｆｕｎｃｔｉｏｎｓ ｏｆ ｒｏｏｔ ｓｙｓｔｅｍｓ …一一一一一一 114
名大・多元数理科学（Ｎａｇｏｙａ Ｕ） 小森 靖（Ｙａｓｕｓｈｌ Ｋｏｍｏｒ 1）
〃 松本 耕二（ＫｏｈＪｉ Ｍａｔｓｕｍｏｔｏ）

首都大・理工学（Ｔｏｋｙｏ Ｍｅｔｒｏｐｏｌｌｔａｎ Ｕ） 津村 博文（ＨｉｒｏｆＵｍｉ Ｔｓｕｍｕｒａ）
16 ＡＬＧＥＢＲＡＩＣ ＲＥＬＡＴＩＯＮＳ ＡＮＤ ＡＳＹＭＰＴＯＴＩＣ ＦＯＲＭＵＬＡＳ ＦＯＲ

ＦＩＢＯＮＡＣＣＩ ＲＥＣＩＰＲＯＣＡＬ ＳＵＭＳ ｅ－ｅ一一ｅ一”一ｅ一一一一ｅ－ｅ一.一ｅ一一.一ｅ一一一..一一ｅｅｅ”一一”ｅｅ“ｅ一一ｅｅ一一ｅｅ一一 127

ＦＨＤＷ Ｈａｎｎｏｖｅｒ Ｃａｒｓｔｅｎ Ｅｌｓｎｅｒ

慶磨大・理工（Ｋｅｉｏ Ｕ） 下村 俊（Ｓｈｕｎ Ｓｈｌｍｏｍｕｒａ）
〃 塩川 宇賢（ｌｅｋａｔａ Ｓｈｌｏｋａｗａ）

17 楕円Ｄｅｄｅｋｌｎｄ和とある無限級数の変換公式（1）一一・…一一一…一一一…一一一一一一一一一一一一一一一 139

北大・理学（Ｈｏｋｌｃａｉｄｏ Ｕ） 呼出 智也（Ｔｏｍｏｙａ Ｍａｃｈｌｄｅ）
18 解の少ない単数方程式について 一一一一。。一一一一一一。一一一一一一ｄ・・一・・一・・ｅ・一。一一一一一一一一一一一 152

日大・理工（Ｎｌｈｏｎ Ｕ） 平田 典子（Ｎｏｎｋｏ Ｈｌｒａｔａ。Ｋｏｈｎｏ）
1 9 Ｏｎ ｓｏｍｅ ｓｙｓｔｅｍｓ ｏｆ ｌｍｅａｒ ｉｎｅｑｕａｌｉｔｉｅｓ ｄｅｎｖｅｄ ｆｒｏｍ

ａｌｇｅｂｒａｌｃ ｇｒｏｕｐｓ Ｏｖｅｒ ｎｕｍｂｅｒ ｆｉｅｌｄｓ 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 160
神奈川工大・基礎・教養教育センター（Ｋａｎａｇａｗａ Ｉｎｓｔ Ｔｅｃｈ）

藤森 雅巳（Ｍａｓａｍ 1 Ｆ叩ｍｏｒ 1）
20 無理回転のコード化 再帰再生構造 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一……。。。一一一一一一。一…一一 165

新潟大・理（Ｎｌｌｇａｔａ Ｕ） 秋山 茂樹（Ｓｈｉｇｅｋｉ Ａｋｌｙａｍａ）
21 素数の 3乗の和で表せない自然数の密度について 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 175

岩手大・教育（Ｉｗａｔｅ Ｕ） 川田 浩一（Ｋｏｌｃｈｌ Ｋａｗａｄａ）


